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ぶらりたび
草原のパノラマと天文台

生石高原

紀美野町

生石神社

みさと天文台国道370号線

県道180号

←海南

生
石
高
原

中
田
の
棚
田

ン
プ
が
楽
し
め
る
。
標
高

８
７
０
ｍ
の
山
頂
付
近
か

ら
の
パ
ノ
ラ
マ
は
絶
景
。

な
か
で
も
火
上
げ
岩
は

有
名
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
。

山
頂
付
近
に
突
き
出
た
大

き
な
岩
の
上
か
ら
、
雄
大

な
景
色
を
一
望
で
き
る
。

広
が
る
空
や
山
並
み
を
背

景
に
撮
影
す
る
と
絶
壁
の

岩
場
に
い
る
よ
う
な
雰
囲

気
で
あ
る
。

生
石
高
原
に
は
キ
ャ
ン

プ
場
も
あ
り
、
夜
に
は
満

天
の
星
空
が
広
が
る
。
気

温
差
の
大
き
い
秋
の
朝
は

雲
海
が
望
め
る
チ
ャ
ン
ス
。

高
原
か
ら
生
石
（
し
ょ

う
せ
き
）
神
社
へ
。
往
復

１
時
間
程
度
。
森
の
中
を

歩
い
て
い
る
と
、
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
に
出
会
っ
た
。

み
さ
と
天
文
台
（
紀
美

野
町
松
ケ
峯
）
に
も
足
を

の
ば
し
た
い
。
87
年
、
環

境
庁
の
「
星
空
の
町
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
当
時
の
美

里
町
が
日
本
有
数
の
星
の

き
れ
い
な
町
に
選
定
さ
れ

た
の
を
機
に
天
文
台
を
建

設
。
95
年
７
月
７
日
オ
ー

プ
ン
し
た
。

口
径
１
０
５
cm
の
反
射

望
遠
鏡
で
本
格
的
な
星
空

観
測
が
楽
し
め
る
。
世
界

で
初
め
て
望
遠
鏡
の
映
像

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
備

え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

専
門
家
が
案
内
す
る
星

空
ツ
ア
ー
や
施
設
見
学
ツ

ア
ー
も
随
時
実
施
。
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ラ
イ
ブ
解

説
、
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
宇
宙

の
旅
、
全
天
周
映
画
上

映
、
星
空
ツ
ア
ー
Ｎ
ｅ
Ｘ

Ｔ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も

楽
し
め
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
な

ど
宿
泊
施
設
も
あ
る
。「
星

ふ
る
さ
と
の
結
婚
式
」
も

実
施
で
き
る
。
８
ｍ
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
も
備
え
る
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
み
さ
と

友
の
会
」
が
あ
り
機
関
紙

『
Ｍ
ｐ
ｃ
（
メ
ガ
パ
ー
セ

ク
）』
を
発
行
し
て
い
る
。

＊
生
石
高
原
へ
は
車
で
阪

和
道
海
南
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
国

道
３
７
０
号
を
東
へ
進
み
、

県
道
１
８
０
号
に
入
る
。

小
川
八
幡
神
社
近
く
の
生

石
ヶ
峰
登
山
口
と
山
頂
に

駐
車
場
あ
り

生石高原の火上げ岩（ひあげい
わ）　一見「断崖絶壁」だが…

森で出会ったニ
ホンカモシカ

みさと天文台　紀美野町松ヶ峯180／TEL073-4
98-0305／各種イベントの申し込みは要予約（実施
日の30日前からみさと天文台ＨＰより予約が可能）

生
石
高
原
は
10
月
上
旬

か
ら
11
月
中
旬
に
か
け
て

見
頃
を
迎
え
る
ス
ス
キ

の
草
原
が
有
名
だ
が
、
春
、

夏
も
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ

和
歌
山
県
北
部
山
間
部
の
紀
美
野
町
と
有
田
川
町

に
ま
た
が
る
生
石
高
原
（
お
い
し
こ
う
げ
ん
）
県
立

自
然
公
園
や
、紀
美
野
町
の
み
さ
と
天
文
台
を
訪
ね
る
。

生石神社　背後に巨大な岩
が迫っていて迫力がある

生石高原　秋はススキの草原が
広がる




